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2013年度　本試験　国語

【三】　

　次の文章は『松陰中納言物語』の一節である。東国に下ったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(う),右)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(え),衛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(もんの),門)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(かみ),督)はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(しもうさの),下総)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(かみ),守)の家に滞在中、浦風に乗って聞こえてきた琴の音を頼りに守の娘のもとを訪れ、一夜を過ごした。以下の文章は、それに続くものである。これを読んで、後の問い(問１～６)に答えよ。

(配点　50)

　つとめて、御文やらせEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たま),給)はんも、せん方のおはしまさねば、(ア)いと心もとなくて過ぐし給ひけるに、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(あるじ),主人)のまゐり給うて、「昨日の浦風は、御身にはEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(し),染)ませ給はａぬにや。いと心もとなくて」と(注１)啓し給へば、琴の音ｂにやあるらんとEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(おぼ),思)して、「めづらしき色香にこそ候ひつれ。唐琴にや、ゆかしくこそ」とのたまはすれば、思はずながら、取り寄せつ。調べさせ給ひて、「波の音に立ちまさりけるも、むべｃにこそあなれ」とて、箱に入れさせ給ふとて、御文をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(を),緒)に結びつけさせて、「これ、ありつる方へ」とて、差し置かせ給へば、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(も),持)て入りぬ。女君は、琴を召しけるを、あやしと思して、開けて見させ給へば、(イ)飽かざりし名残をあそばして、

「Ａ　あひみての後こそ物はかなしけれ人目をつつむ心ならひに

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(こ),今)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(よひ),宵)は、いととく人をしづめて」

とありけれども、いかにせんとも思ひわき給はず。幼き弟君の、「(注２)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(まらうと),客人)の方へまゐらんに、扇を昨日、海へ落とし侍り。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たま),賜)はらむ」とのたまひにおはす。何の、よきことと思して、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(つま),端)に小さう書き給ひて、「この絵は、おもしろう書きなしたれば、殿に見せさせ給へ。さもあらば、小さき犬をこそ、賜ひｄぬべけれ」とうち笑ませ給へば、よろこぼひて、母君の方へまゐらせ給ひて、「扇をこそ、賜はりつれ」とて、見せさせ給へば、歌を見つけ給うて、あやしきことに思す。なほ、気色を見ばやと、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(しり),後)に立ちて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(びゃう),屏)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ぶ),風)の隠れよりEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(のぞ),覗)き給へり。「この扇の絵を見させ給へ。姉君の、かくこそ」とのたまへれば、まことに(ウ)いみじくこそ書きなしつれとて、見給へれば、

Ｂ　かなしさも忍ばんことも思ほえず別れしままの心まどひに

　今朝の琴の返しならむと思して、「この扇は、我に賜ひなん。犬をこそ、まゐらすべかめれ。京にあまたありつれば、取り寄せてこそ、そのほどに」とて、黄金にて造りし犬の香箱を賜はせて、「姉君に見せ給へかし」とのたまへれば、持て入り給へるを、母君、いとどあやしと思して、「我にも見せよかし」とて、取りて見給へるに、Ｘさればよ、昨日の琴の音をしるべにこそし給ふらめと思せど、気色を見えじと、もて隠し給へり。姉君の方へおはして見せ給ひつれば、「我がものにせん」とて、取らせ給ひて、「この犬をこそ」とのたまはすれば、「(注３)我が言葉はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(たが),違)ふまじければ」とて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ふた),蓋)を取りて見給ひければ、内の方に、

Ｃ　別れつる今朝は心のまどふとも今宵と言ひしことを忘るな

惜しくは思せど、人もこそ見めとて、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(か),掻)いEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(け),消)ち給へり。

　母君は、忍びますらんも心苦しからむとて、(注４)右近を召して、「今宵、殿の渡り給はんぞ。よくしつらひ給へ。行く末、頼もしきことにてあるなれば」とのたまはすれば、さればよ、今朝よりの御ありさまも、昨日の(注５)楽を弾き替へ給ひしも、心もとなかりつればとて、かくとも言はで、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(き),几)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ちゃう),帳)かけ渡し、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(くまぐま),隈々)までEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ちり),塵)を払へば、「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(よもぎ),蓬)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ふ),生)の露を分くらむ人もなきを、さもせずともありなん」とのたまへれば、「Ｙ蓬の露は払はずとも、御胸の露は今宵晴れなんものを」とうち笑へば、いと恥づかしと思す。

(注)　

１　啓し給へば――「啓す」は、ここでは右衛門督に敬意を表すために使用している。

２　客人――右衛門督のこと。「殿」とも呼ばれている。

３　我が言葉――扇を渡すときの「小さき犬をこそ、賜ひぬべけれ」という言葉を指す。

４　右近――女君に仕える侍女。

５　楽を弾き替へ給ひしも――女君が唐琴で弾く「太平楽」に合わせて右衛門督が笛を吹き鳴らしたあと、右衛門督が吹く「想夫恋」(女性が男性を恋い慕うという楽曲)に、女君が弾き合わせたことをいう。

問１　傍線部(ア)～(ウ)の解釈として最も適当なものを、次の各群の①～⑤のうちから、それぞれ一つずつ選べ。解答番号は ２１ ～ ２３ 。

(ア)　いと心もとなくて過ぐし給ひける　 ２１ 
①　そんなに気にも留めずに見過ごしていらっしゃった

②　たいそう気をもんで時を過ごしていらっしゃった

③　ひどく不安に思ってそのままにしていらっしゃった

④　それほど楽しくもないまま過ごしていらっしゃった

⑤　たいへんぼんやりと日を送っていらっしゃった

(イ)　飽かざりし名残をあそばして　 ２２ 
①　語りつくせなかったつらさを琴の音にこめられて

②　物足りなかったEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(おう),逢)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(せ),瀬)の悲しみを何度も思い返されて

③　見飽きることのない面影を胸に思い浮かべなさって

④　満ち足りないままに別れた思いをお書きになって

⑤　聞き飽きることのない琴の余韻に浸っておいでになって

(ウ)　いみじくこそ書きなしつれ　 ２３ 
①　いつもより丁寧に書き込んである

②　ひどく悲しげに書き入れてある

③　ことさらに美しく書き上げてある

④　とりわけ得意げに書き加えてある

⑤　いかにも愛情深く書き表してある

問２　波線部ａ～ｄの文法的説明の組合せとして正しいものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２４ 。

①
ａ　打消の助動詞
ｂ　断定の助動詞


ｃ　形容動詞の活用語尾
ｄ　完了(強意)の助動詞

②
ａ　完了(強意)の助動詞
ｂ　格助詞


ｃ　断定の助動詞
ｄ　動詞の活用語尾

③
ａ　打消の助動詞
ｂ　形容動詞の活用語尾


ｃ　格助詞
ｄ　打消の助動詞

④
ａ　完了(強意)の助動詞
ｂ　格助詞


ｃ　形容動詞の活用語尾
ｄ　打消の助動詞

⑤
ａ　打消の助動詞
ｂ　断定の助動詞


ｃ　格助詞
ｄ　完了(強意)の助動詞

問３　傍線部Ｘ「さればよ」とあるが、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(だれ),誰)が、どのようなことを思ったのか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２５ 。

①　女君が、琴の音色にひかれて訪れた右衛門督と心を通わせたのも、弟君を介して母君に知られないように文のやりとりができたのも、何かの縁があったからだと悟り、不思議な運命に導かれていると思った。

②　女君が、弟君を介した右衛門督との密かなやりとりを母君に見破られ、二人の仲を怪しまれたことに気づき、やはり隠し通せなかったとあきらめながらも、気まずい気持ちを母君に悟られたくないと思った。

③　母君が、右衛門督と女君の間でやりとりが交わされているのに気づき、ぎこちない様子を歯がゆく感じながらも、口をはさんで二人の仲が表ざたになってしまうと困るので、見て見ぬふりをしようと思った。

④　母君が、沈み込んでいた娘の様子を見て心配していた通り、案の定、女君が右衛門督の洗練された様子に心を奪われて、何も手につかなくなっているのだとわかり、大変なことになってしまったと思った。

⑤　母君が、弟君の持っていた扇に書き添えてあった和歌を読んで不審に思っていた通り、右衛門督と女君がすでに心を通わせていて、今夜再び会おうとしていることがわかり、喜ばしいことだと思った。

問４　傍線部Ｙ「蓬の露は払はずとも、御胸の露は今宵晴れなんものを」とあるが、この言葉には右近のどのような気持ちがこめられているか。その説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２６ 。

①　訪ねてくるかわからない人を思って掃除までしなくてもよいと言う女君に対して、部屋の塵は払えなくても心配事は払うことができると明るく励ます気持ち。

②　踏み分けられないほど蓬が茂った庭を恥ずかしがる女君に対して、庭の手入れまで手が回らなくても、きちんと部屋を掃除しているから大丈夫と慰める気持ち。

③　訪ねてくる人もいないのになぜ掃除するのかと不思議がっている女君に対して、今夜はお客さまの右衛門督が訪れるから必要なのだと安心させる気持ち。

④　誰も来るはずはないから掃除の必要はないのにと言う女君に対して、右衛門督の訪れをひそかに待っている女君の心はわかっているとからかう気持ち。

⑤　露にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(ぬ),濡)れた蓬を分けて訪れる人もないのにとすねる女君に対して、右衛門督を思って沈んでいる女君の胸の内を晴れやかにするための掃除なのにと反発する気持ち。

問５　Ａ～Ｃの和歌に関する説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２７ 。

①　Ａは右衛門督の歌で、つねに人目を気にせずにはいられないために、思うように会いに行けず、会う前よりも募る恋の苦しみを詠んでいる。Ｂは女君の歌で、別れた後は悲嘆にくれて分別がつかなくなってしまい、右衛門督のもとに忍んで行く手段も思いつかないと訴えている。

②　Ａは右衛門督の歌で、会って愛情は深まったのに人目を気にするために昼間は会いに行けず、恋が成就した今になって、さらに募る恋情を詠んでいる。Ｂは女君の歌で、別れた後の心の乱れのために、右衛門督とは違って悲しみに浸ったり人目を気にしたりする心の余裕がないと訴えている。

③　Ａは右衛門督の歌で、ともに演奏を楽しんだのに一向に進展しない二人の仲を悲しく思い、人目を気にしがちな女君への不満を詠んでいる。Ｃも同じく右衛門督の歌で、別れた直後の今朝、冷静さを失って思わず書いた今夜の再会の約束を、真剣に受け止めるよう念を押している。

④　Ｂは女君の歌で、別れた後の乱れてしまった心のまま、右衛門督を恋い慕う感情と、恋心を抑えねばならないという理性が入り乱れた状態だと訴えている。Ｃは右衛門督の歌で、どれほど思い乱れているとしても、二人で交わした今夜の再会の約束は忘れないでほしいと念を押している。

⑤　Ｂは女君の歌で、別れる際に心をかき乱されたつらさに加えて、会えない悲しみに堪え続けることの苦しさをも訴えている。Ｃは右衛門督の歌で、別れた直後の今朝はどれほど心がかき乱されていたとしても、自分が今夜訪れると言った言葉を忘れずに待っていてほしいと念を押している。

問６　この文章の表現と内容に関する説明として最も適当なものを、次の①～⑤のうちから一つ選べ。解答番号は ２８ 。

①　「浦風」「海」とあるように都から遠く離れた場所が舞台となり、「波の音」などの聴覚に訴える表現や「蓬」などの自然の描写によって東国のひなびた情趣が表される一方で、「琴の音」を響かせる女君のみやびな風情が対比的に描かれ、都人である右衛門督が女君に心ひかれるいきさつが明らかになっている。

②　敬語を重ねて高い敬意を表す「染ませ給はぬにや」「調べさせ給ひて」「入れさせ給ふとて」のような表現が都人の右衛門督に対してのみ用いられ、東国暮らしの女君には用いられていないことから、二人の身分の差がはっきりわかるようになっており、身分違いの恋に試練が待ち受けていることを予感させている。

③　「人目」「人をしづめ」「人もこそ見め」など、他人を意識する右衛門督と女君の様子が繰り返し描かれることと、そのやりとりの合間に母君や右近の察しの良い反応が差し挟まれることによって、周囲の「人」に認めてもらうことを恋の成就の重要な条件と考える右衛門督たちの心が読み取れるようになっている。

④　女君と右衛門督とが、「唐琴」「小犬」「香箱」に添えて贈り合う歌の言葉が、Ａの「あひみて」「かなしけれ」「心ならひ」からＢの「別れ」「かなしさ」「心まどひ」へとつながり、さらにＣの「別れ」「心のまどふ」へと受け継がれており、互いの歌の言葉にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(こた),応)えながら少しずつ心を通わせていく二人の心情の変化が描かれている。

⑤　女君と右衛門督のやりとりに敏感に反応し行動する母君や右近の様子とは対照的に、右衛門督に求められて「思はずながら」琴を取り寄せてしまう下総守や、「小さき犬をこそ、賜ひぬべけれ」「犬をこそ、まゐらすべかめれ」などの言葉に喜んで知らないうちに文の使いをさせられている弟君の様子が、巧みに描かれている。

【解答三】　

問１　(21)②　(22)④　(23)③
問２　①
問３　⑤
問４　④
問５　②
問６　⑤
【解説三】(配点 50)

古文　『松蔭中納言物語』
正解:
 ２１ 　②
 ２２ 　④
 ２３ 　③
 ２４ 　①
 ２５ 　⑤

 ２６ 　④
 ２７ 　②
 ２８ 　⑤
■出典解説
　作者不詳。出典の成立に関しても不明であるが、南北朝期が有力とみられている。

　以下、主人公・松蔭を中心とする『松陰中納言物語』全体のあらすじ。藤の内侍をめぐる恋争いに敗れた山の井の陰謀により、松陰は無実の罪で隠岐の島へ流される。その頃、東国の乱鎮定の勅命を受けて下った弟・右衛門督は下総守の養女と結婚するが、兄の件で帰京できない。ある時、松陰邸を訪ねた東宮は藤の内侍から陰謀の証拠となる手紙を渡され、以前から好意を寄せていた松陰の姫君と契りを結び連れ帰る。事件が仕組まれたものと知った東宮の帝への進言により、松陰は召還され、山の井とその加担者は左遷される。その後、東宮の即位で松陰の姫君は弘徽殿女御に、父・松陰は内大臣兼右大将になる。こうして松陰邸の新年は前年とは打って変わっためでたさ華やかさとなり、女御は男宮の誕生でさらなる寵愛を受ける。松陰と山の井の確執も消えていき、松陰は太政大臣に、山の井は内大臣に昇進する。
■内容解説
　下総守から自邸に招かれた右衛門督は、管弦の宴の折に合奏した女君に心惹かれ、密かに契りを交わす。翌朝、後朝の文を渡す方法もなく気をもんでいた右衛門督は、参上した下総守に女君の琴を取り寄せさせ、その琴の緒に手紙(後朝の文)を結んで女君に送ることに成功する。今夜も逢いたいという手紙を受け取った女君は、自分のところにきた弟君を巧みに誘導し、扇に書いた返歌を右衛門督に届けさせるが、その途中、弟君が母君のところに立ち寄って扇を見せたことで母君は和歌に気づき、二人の仲を怪しむ。女君の返歌を受け取った右衛門督は、弟君に黄金で造った犬の香箱を届けるように言う。その様子を見た母君はますます怪しみ、香箱の蓋の内側に書かれた和歌を見て、二人が契りを結んだことを知る。そして、二人の仲が順調に進むように、右衛門督を迎える準備をするよう侍女の右近に命じる。右近は女君の様子がおかしいと思っていたが、母君の話で納得し、掃除をしたりする。そんな右近に女君は「通う男もいないのだから掃除の必要はない」と言うが、真相を知る右近は「右衛門督の訪れを密かに待つ心は晴れるでしょう」と笑うので、女君は恥ずかしく思う。
■現代語訳
　翌朝、(守の娘への後朝の)お手紙を送りなさるようなことも、するような方法がおありにならないので、(右衛門督が)たいそう気をもんで時を過ごしていらっしゃったところ、主人(下総守)が(右衛門督のところへ)参上なさって、「昨日の浦風は、身にしみていらっしゃらないでしょうか。とても気がかりでして」と申し上げなさると、(右衛門督は、守の娘の)琴の音のことであろうかとお思いになって、「すばらしい色香でございました。唐琴でしょうか、見たいものです」とおっしゃるので、(下総守は)意外に思いながらも、(琴を)取り寄せた。(右衛門督は琴を)お弾きになって、「波の音にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o(\s\up 8(まさ),勝)っていたのも、もっともであるようだ」と言って、(琴を)箱にお入れになる時に、(守の娘への後朝の)お手紙を(琴の)緒に結びつけなさって、「この琴を、あった場所へ(返してください)」と言って、置きなさったので、(使いの者は琴を)持って(守の娘の部屋に)入った。女君(守の娘)は、(右衛門督が琴を)取り寄せなさったのを、変だとお思いになって(いたが)、(琴の箱を)開けて御覧になると、(右衛門督が)満ち足りないまま別れた思いをお書きになって(いた)、
　　お会いした後の方がますます愛しいことですが、周囲の目が気になるので

　　今晩は早く周りの人を寝静めてください(あなたにお会いしたいので)
とあったけれども、(女君は)どうしようとも判断がおできにならない。幼い弟君が、「お客さん(右衛門督)のところに参上しようと思いますが、扇を昨日、海へ落としてしまいました。(代わりの扇を)いただけませんか」とおっしゃりにいらっしゃった。(女君は)それは、(返歌をするには)ちょうどいいとお思いになって、(扇の)端に(返歌を)小さくお書きになって、「この絵は、うまく書けたので、殿(右衛門督)にお見せください。そうすれば、小さい犬をきっと、お与えになるでしょう」と微笑みなさると、(幼い弟君は)とても喜んで、母君のところへ参上なさって、「(姉君から)扇を戴きました」と言って、お見せになると、(母君は扇の)歌を見つけなさって、変だとお思いになる。(母君は)さらに、様子を見たいと、(弟君の)後ろについていって、屏風の陰から覗きなさった。(弟君が)「この扇の絵をご覧下さい。姉君が、このように(描きました)」とおっしゃったので、(右衛門督は)本当にことさらに美しく描き上げてあると思って、ご覧になったところ、(女君の歌が書いてある)
　　悲しさも人目を気にするようなこともわかりません(心の余裕がありません)

　　(あなたと)別れた後の心の乱れのために
　今朝の琴の(緒に結んだ和歌への)返しだろうとお思いになって、「この扇は、私にお与えください。(代わりに)犬を、差し上げましょう。都にたくさんいたので、取り寄せて、それが届いた時に」と、黄金で造った犬の香箱をお与えになって、「(これを)姉君にお見せしてくださいね」とおっしゃったので、(弟君がそれを)持って(女君の部屋に)お入りになろうとしたのを、母君は、ますます変だとお思いになって、「私にも見せてくださいな」と言って、(手に)取ってご覧になったところ、思ったとおりだ。昨日の琴の音色を(娘への)導きになさっているようだ(＝娘と関係をお持ちになっているようだ)とお思いになるけれども、(感づいた)様子を見せまいと、隠していらっしゃる。(弟君が)姉君のところへいらっしゃって(犬の香箱を)お見せになったところ、(女君は)「私のものにしよう」とおっしゃって、(香箱を)お取りになると、(弟君は)「この犬を(ください)」とおっしゃるので、(女君は)「(犬をお与えになると言った)私の言葉は間違うはずがないので」と言って、蓋を取ってご覧になったところ、内側のほうに、(次の和歌が書かれていた)
　　別れた今朝は心が乱れているとしても
　　今夜(逢いましょう)と言ったことを忘れないでください
(消してしまうのは)残念に思いなさるけれども、他人が見たら大変だと思って、(女君は和歌を)かき消しなさった。
　母君は、(女君が右衛門督のことを)隠していらっしゃるようなこともつらいだろうと、右近をお呼びになって、「今夜、(女君のところに)殿(右衛門督)がおいでになるでしょう。しっかりと整えなさい。将来、楽しみなことですので」とおっしゃるので、(右近は)思ったとおりだ。今朝からの(女君の)ご様子も、昨日の合奏なさったことも、気がかりだったのでと思って、このように(右衛門督を迎える準備で)とも言わないで、几帳を周りに掛け、隅々まで掃除をするので、(女君が)「生い茂る蓬の露を分け入ってくるような人もいないので、そのようにしなくてもいいでしょう」とおっしゃったところ、(右近は)「蓬の露は払わなくても、あなたの胸の露(右衛門督の訪れを密かに待つ女君の心)は今晩きっと晴れるでしょうに」と笑うので、(女君は)とても恥ずかしいとお思いになる。
■設問解説
問１　

(ア) 「いと心もとなくて過ぐし給ひける」

「心もとなし」の意味を満たすのは、②「気をもんで」、③「不安に思って」、⑤「ぼんやりと」。あとは文脈から判断する。女君と一夜を過ごした右衛門督が、翌朝少しでも早く後朝の文を送りたいのにその方法がなく、もどかしく思っている状況なので、正解は②。
(イ) 「飽かざりし名残をあそばして」

「あそばす」は「す」(サ変)の尊敬語。傍線部直前は、右衛門督からの手紙を御覧になると、という記述であり、直後は右衛門督の詠んだ和歌の内容なので、ここでは「お詠みになる、お書きになる」の意である。したがって、正解は④。
(ウ) 「いみじくこそ書きなしつれ」

傍線部直前の「まことに」は、前の内容(＝弟君が扇の絵のことを話している)を受ける言葉なので、傍線部の右衛門督の心中は、和歌ではなく扇の絵に対するものである。また、この絵については、同段落前半で女君が「おもしろう書きなしたれ」(＝うまく書けた)と言っているので、正解は③。

①「いつもより」が誤り。本文中に比較対象の記述はない。②「ひどく悲しげに」が誤り。④⑤和歌についての表現になっている。
問２　ａ「ぬ」は未然形に接続しているので「打消」、ｂ「に」は「体言・連体形＋に＋助詞＋あり」の形で「断定」、ｃ「に」は形容動詞「むべなり」の連用形活用語尾、ｄ「ぬ」は連用形に接続しているので「完了(強意)」である。したがって、正解は①。
問３ 「さればよ」は、「やっぱりね、思ったとおりだ」という意味の慣用表現。傍線部は、母君が右衛門督の和歌を発見したという行動に続いているので、母君の心中表現である。そして、決め手は最終段落の「行く末、頼もしきことにてあるなれば」という言葉。母君は女君と右衛門督との恋を好意的に受け止めていることがわかる。したがって、正解は⑤。
傍線部のかなり後にある根拠にきちんと目を向けられたかどうかが、この設問のポイントである。
問４　①「部屋の塵は払えなくても」が誤り。傍線部の少し前に「隈々まで塵を払へば」とある。②「恥ずかしがる」、③「不思議がっている」、⑤「すねる」が、それぞれ誤り。どれも傍線部前の女君の言動からは読み取れない。したがって、正解は④。
問５　①(女君が)「右衛門督のもとに忍んで行く」が逆。③「一向に進展しない二人の仲」が誤り。大設問文の状況説明に「一夜を過ごした」とある。④「二人で交わした今夜の再会の約束」が誤り。再会に言及しているのは和歌Ａであるし、約束の記述は本文にない。⑤「会えない悲しみに堪え続けることの苦しさをも訴えている」が誤り。女君は和歌Ｂで「思ほえず」(＝わかりません)と詠んでいる。したがって、正解は②。
問６　①「心ひかれるいきさつが明らかになっている」、④「少しずつ心を通わせていく二人の心情の変化」が、それぞれ誤り。本文はすでに二人が一夜を過ごした後の出来事であり、いきさつや心情の変化についての記述はない。②「二人の身分の差がはっきりわかるように」が誤り。敬語は右衛門督と女君の両方に対して同じように使われている。③「周囲の『人』に認めてもらうことを恋の成就の重要な条件と考える」は、本文にない。したがって、正解は⑤。
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